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■点字ティスプレイブレイルノートブレイルメモ
触読（読み）と点字入力（書き）のできるKGSの点字ディスプレイ(BN46X、BM16)は、これまでの不便な点
字利用環埓からの脱却を促進し、点字利用の便利さ、有効性を再認識させ、点字文化をダイナミックに継承発

展させる情報管理機器として、多くの点字利用者に普及しています。思考するときに大切な読む（触読）巴く（

点字入力）ことを支援する編集機能（訂正、円き込み、削除、並ぺ替え、検索等）がより充実し、計口のための電

卓機能、時計、アラーム、カウントダウン・タイマー、ストップウオッチ機能、カレンダー、スケジュール帳機能に

より日常生活・身の回りの情報管理に、点字利用者必携の機器となりました。さらにバソコンとの接続による点

字ディスプレイ機能は、電子メールの送受信（即時に意思伝達）等に欠かせないものとなり、点字情報の有料霞

子配信（点字毎日、視党障害（視党障害者支援総合センター刊）等）に対応しており、点字ブリンタに直接接続し

ての点字印刷もできます。携帯に便利なキャリングケース（別売）もあります。

,し“Zヽ9’ ョこti≪|:h̀：！柑I
kGSの点字技術を集大成したスマートかつハイエンドなIパソコンが不得手でも、filj単に使え、
点字ディスプレイ 8点46マス、6MB、用脱式パッテリー 場所も選ばす、使い方自由自在

8点16マス、2MB、パッテリー内蔵

有料霜子配僭用には
BM16-SEをこ指定ください

・オフション 外付けのドライプ(CF0-10S) を攘観して、編•l,た文●を外郎 ：
メディアに保存BJII!• 百芦合成額置（カルガルポイス）を檀醍して編●中の文書や i
操作状羅をl!IJIIで濱認でき表す．

叩g且CCO（非蝶税） |
 

32X48ドット、点問2.4mmのファインピッチで構成され、よ
り繊細な点図を
表現できる世界最先端の

点図ディスプレイq

浮加烈芙芦税込）

24X32ドット、
点問3mmピッチ表示部の
標準型点図ディスプレイ

バソコン上のあらゆる画面情報を瞬時に表示し、指先から
掌で認識活用できる新触党時代を創造する点図ディスプ
レイです。「ドットピュー」は、マトリックス状に配団された
触知ピンがアップ／ダウンして表示される点図表示部が高
速にリフレッシュされるので、スクロールや拡大／縮小な
どの操作も思いのままです。静止画（図形、グラフ表示、地
図等）、漢字はもちろん動画（ゲーム等）、点字も含めたマ
ルチ表示があらゆる場面で自由自在ですから、図形切報

アクセスに新たなる可能性を開きます。

‘` ソコンの 図形零誓 ■字（一艦文字）零冒
蠅作支鍾ツールとして ツールとして ツールとして
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ツールとして 分”への応用
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回 ボランティアをどうとらえるか
―公共図書館の協力者

ガイドラインをめぐって
につぼん

日本ライトハウス点字情報技術センター

福井伍也

日本図書館協会障害者サービス委員会は昨年11月、公共図書

館での音訳者等の導入に関するガイドラインの案を公表した。

「公共図書館の障害者サービスにおける資料の変換に係わる図

書館協力者導入のためのガイドライン一―—図書館と点訳者・音

訳者・対面朗読者、ボランティア等との関係」と題するこのガ

イドライン案が今、視覚障害者情報提供施設（以下「点字図書

館」という）にも波紋を広げている。本案は同委員会のホーム

ページにも公開され＊1、今年5月末まで一般からの意見募集が

行なわれていた。本稿が掲載されるときには意見募集期間は一

応終了し、正式版のとりまとめが進められているはずだ。だが、

より多くの人がこのガイドラインに関心をもち、さらに論議が

高まることを期待して、その内容や問題点について述べたいと

思う。

周知のように、視覚障害者に対して点訳・音訳・拡大写本等

のサービスを提供している施設には、大きく身体障害者福祉法

に基づく点字図書館と図書館法に基づく公共図書館とがある。

このうち本ガイドラインは公共図書館だけを対象としている。

ガイドラインの構成は次のようになっている。

1 提言の目指すもの

2 障害者サービスとボランティアをめぐる現状
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3 ガイドライン（提言）

4 障害者サービスの基本的な考え方

5 用語解説

全文は 1万字近くの長文なので、その全ては紹介できないが、

まず提言の骨子ともいえる「3 ガイドライン（提言）」の一部

を引用することにしよう。

1. 対面朗読は、図書館の管理責任のもとで、図書館職員

または音訳者が行なわなければならない。たとえ図書館の

管理責任のもとでも、ボランティアで行なうことはできな

い。〈略〉

2. 障害者サービス用資料の製作（点訳・音訳・拡大写本

製作等）は、それぞれ図書館に個人登録した資料製作者（点

訳者・音訳者・拡大写本製作者等）または職員が行なわな

ければならない。製作をボランティアや個人ではなくグル

ープに依頼することはできない。

3. 対面朗読者および資料製作者は図書館への個人登録を

原則とし、その活動に対し相当の対価を支払わなければな

らない。対価は、通常、謝金・報償費という形式をとるこ

とが多いが、その金額は労働対価といえる金額でなければ

ならず、交通費程度であってはならない。

4. 図書館は、一定の技術水準を有する「資料製作グルー

プ、録音 ・点字図書等の障害者用図書出版社、 NPO法人等」

に資料製作を委託することができる。ただし、委託先とは

必ず契約関係を結び、相応の対価を支払わなければならな

い。〈略〉
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8. 障害者サービスの初期段階で、ボランティアの自発的

献身的努力で図書館の障害者サービスが開始された事例が

あることを認識し、感謝するものである。図書館はこのボ

ランティアによるサービスを到達点としてとらえることな

く、あくまで緊急的・過渡的手段であり、望ましい方法に

移行しなくてはならない。

前述（提言 1.2.)のように、対面朗読や障害者サービ

ス用資料の製作をボランティアに依頼して行なうことは望

ましい方法ではない。現在ボランティアで行なっている場

合は、速やかに上記 1. 2. のような望ましい方式に移行

しなくてはならない。（予算措置等の理由から概ね5年以内

に改めていく必要がある。）

ここで、ボランティアの定義については「5 用語解説」の

中で、「自己実現のために個人の自主的活動として、社会や個人

に貢献しようと活動している者」とし、「無報酬性が原則」とし

ている。そして、「活動に対する交通費程度の支払いは経費とし

て社会通念上認められ」るが、それ以上の対価が支払われるい

わゆる「有償ボランティア」は、「ボランティアの概念とは矛盾」

すると述べている。

公共図書館の障害者サービスにおける音訳等は、ボランティ

アに依存すべきではなく、職員または相応の対価を支払う音訳

者等（これをボランティアと区別して「図書館協力者」と呼ぶ）

の手により行なわれなければならないというのが、本ガイドラ

インの最も重要な主張となっている。

では、この主張の背景にあるものは何か。ガイドラインの
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



次号 (2004年 9月 No.196) 予告

特集 ダスキン研修生感謝のうちに帰国
ルポ これで良いのか点字図書館

私の改革提案 ー利用者の立場から ◎水谷 昌史

先達に学び業紹を知る 愛盲の精神で、福祉の路を走りぬけた 故・近藤 正秋氏

◎阿佐 博

盲学校レポート 山形盲 「図形教材の利用とその作成」 ◎長崎郁夫

今を走る 津軽三味線で “しやかりき＂ 踊 正太郎さん◎山口 芦風

ITコラム 携帯電話を活用してみませんか！？ ◎稲垣 吉彦

＊記事掲載についてお詫びと訂正

編集上の都合により今号 (195号）では「先達に学び業績を知る」と「ITコラム」は

休載させていただきました。次号 (196号）での掲載となります。ご了承ください。

表紙写真： 柔道の赤塚正美さん（写真右）と、陸上競技（マラソン）の

高橋勇市さん（株式会社アイ・ティ・フロンティア所属、写

真左）。 9月17~28日の12日間にわたって開催される2004

年アテネパラリンピック競技大会では、 163人の日本人選手

中30人の視覚障害選手が各国逍手と自己の成果を競う。お

二人の活躍も今から期待されている。
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